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【日的】蛋 自質 の 肝質修飾の
一

つ で ある N 末端 グ リシ ン の ミ リ ス トイ ル 化
反応 は 、蛋 白質の 膜局在性や 活性制御に 関与す る こ と が知 られ て い る。ま

たそ の 反 応 は 抗癌剤や抗 ウイ ル ス 剤 の ターゲ ッ トと して も注 目 さ れ て い

る、ミリス トイ ル 化 反 応は ア シル CoA 合成酵 素 お よ び N一ミ リス トイル 転

移酵 素に よ って行 われ 、GoA 化 合 物 及 び ．ITP 　h
’
反 応 に必 要と され る。我 々

は CoA 化合 物及 び ATP 非存在下で 、オ ク タベ ブ チ ド 〔N 末端に グ リ シ ン

残基 を持 つ 〉 と ミ リス チ ン 酸 か ら ミ リ ス トイ ル ペ プチ ド合成 を 触 媒す る酵

素 を P．teeuiomoftas 　aerugi ・nesa の 菌 体破 砕 液 か ら見 出 し以前 に報告 した。そ の

後 、酵 素 の 栴製 を 進 め 、精製標畆 の N 末端配列を決定 し、その 情報 をもと
に遺伝．子取 得 を試み て お り、今回 は こ れ らの 内 容 につ い て 報告す る。
【方法及 び 結果】酵素反応 は 40℃ で ミ リス チ ン 酸及 びオ クタペ ブチ ド

（GNAA 齢 RR ）を 含む 2SmM の ホ ウ酸緩衝 液 （pH9 ）で 行い 、反応後 TGA

を加 え除 蛋 自 した 復、反応産 物を HPLC で 分析す るこ とに よ り活性 を測定
した。Pg ’4徽 伽 醐 砌 酬 g歪初 ∫α OGU 王69 株 の 菌体破 砕液 か らイ オ ン 交換、ゲ
ル ろ過、疎水性 ク 卩 マ トグ ラフ ィ

ー
に よ ウ酵素の 精製 を行 っ た。精製標 品

が SDS −PAGE に よ る解析で ほ ぼ単
一バ ン ドで ある こ と を確認 し た 後、目的

の バ ン ドを回 収 し、N 末端 ア ミノ 酸配 列の 決定を行ったcN 末端お よび N

末 端 か ら 10 番 目の ア ミ ノ 酸 は解読 で きなか っ た が 、そ れ以外 の 10 ア ミ ノ

酸 の 情報 が得 られ、そ の 情報をも とに PStntdomona．s　aretv，g．mosa の 遺伝 情報を

用い て 検索 を行 っ た 。その 結果、機 能が未知で あ る遺伝 子の 産 物 と精製標
品 の ア ミ ノ酸 配 列 が 一

致 した ，現在 Pseudomonas 　aeruginosrt か ら遺伝 T一をク

ロ ーニ ン グ し 、大腸菌で の 大量発現を試 駆て い る。

【目的】ホ ス フ ァ チ ジル セ リン （PS ）は 、ア ル ツ ハイ マ
ー

病や 痴呆症患者
に 対す る学習能ノJ改善な どの 効果が あ るとされ、機 能性食 品素材 として 注
凵 され て い る．一方 、ド コ サ ヘキ サ エ ン 酸 〔DHA ）は 、生 理作用 として 学

習能 ・網 膜 反 射 能の 向上 な ど多 くが 報告 され て い る、ホ ス ホ リパ ーゼ D

（Pl．L））を用い た ホ ス フ ァ チ ジル 基転移反 応 に よ り、本研究で は DHA 含有
レ シ チ ン か らの 1）HA 含 有 PS の 合成 を目的 とした eそ の 際、有機溶 媒の 使
用 を さ け るた め 乳化剤 と して リシ ノ

ー
ル 酸を用い た W ／0 エ マ ル シ ョン 系

で の 反応 を検討 したc
【方 法及 び結果 1基質 に は DHA を約 13％ 含有 した DHA 高含有 レ シ チ ン

を用い た。こ の レ シ チ ン をセ リ ン と混合 し PLD を 作用 させ た だ け で ほ 、あ

まり反応は進行 しなかった．一方、レ シ チン を エ マ ル シ ョ ン 形成の た め の

乳化剤で ある リシ ノ
ー

ル 酸 と よ く混合 して か ら反応 を 行 う と、反応 率が劇
的に 向上する こ とを見 い 出 した。この WIC）反 応 系 に お い て種 々 の反 応 条

件を 最適化 した 結果 、基 質反応 率 を約 90％ ま で 高 め 、合 成 pS 含量 を約

80tf・ まで 高め る こ とが で きた 。ま た 、生 成 した PS を 回収 し、そ の 脂 肪 酸
組 成 を調 べ た結果、D 日A の 組 成は 基質 とほ ぼ変化 せ ず、脂肪酸組成 レ ベ

ル を維 持 した反応 を実現 で き た。
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【目的】マ イ ク V カ プセ ル 、す な わ ち、コ ア と な る物質 とそ れ を被覆す る被
膜 とか らなる ミク ロ ン S イ ズの 微粒子 は、粉体物性

・
徐放性

・
機 能性の 制

御 な どの 観点か ら様 々 な分野で 注 目され てお り、例 えば 、医薬
・
農薬等 を

内包 した徐放性 薬剤 や 、染料 ・顔 料 等 を 内包 し た マ イ ク ロ カプ セ ル 化色 材
な どが 開発 され て い る、本 研 究 では 、従 来 の マ イ ク ロ カ プ セ ル 化法 と比 較
して簡便で か つ 環 境負 荷 の少 ない 新 た な マ イ ク ロ カ プ セ ル 生 産 法の 開発 を

目指 して 、微生物産生 ポ リエ ス テ ル の 1 種で あ る ポ リ （3一ヒ ド ロ キ シ 酪酸

）（PHB ＞の 合成酵素を用 い た マ イ ク ロ カ プ セ ル 生 産 の 可 能性 を検 証 した。
【方法お よび 結果 ］Burkheldenia　cePacia 　KKOI 株 由来 の PHB 合成 酵 素 遺 伝

子 ψ妨 C〕 を大腸菌で 発 現 させ て PHB 合成 酵 素 （PhbC ） を得 た。こ れ を
コア物質の モ デル とし ての セ フ ァ 卩

一
ス 担体微粒子 の 表面 に固定化 し、緩

衝液 ・コで 3一ヒ ド Lユキ シ ブ チ リル CoA と反応 させ た 。こ の 反応液 か ら微粒
子 を回収 し 喝子 顕微鏡で 観察 した 結果 、セ フ ァ ロ ー一ス 担 体微 粒 子 を 覆 う被

膜 の 存在が確認 され た ．さ らに この 微 粒 子 を ナ イ ル ブル
ーA で 染色 し蛍光

顕 微錢で 観察 した 結果 、セ フ ァ 卩
…

ス 唄 体 微 粒 子 が 蛍 光 を発 し た こ とか ら 、
前記被膜が PHB で あ る こ とが示 唆 され た．ま た 顔料微桓子 （銅フ タ ロ シ

ア ニ ン 、カ
ーボ ン ブ ラ ッ ク 〕を コ ア と して 同 様 の 反 応 を 試 み た結 果 、PIIB

の 被膜の 形成が 確認 され た ．

【目的】 我々 は 、ポ リヒ ド卩 キ シ ア ル カ ノ エ
ー

ト合成酵 素を 用 い て 、顔 料

な どの ミ ク ；ユン サ イ ズ の 微粒 子 を マ イ ク ロ カ フ セル 化 す る 方 法 の 開発 を

行 っ て い る．本講演で は、この マ イク ロ カブセ ル に機能性 を付 与する こ と

を 凵的 と して 、顔料微粒子 を PHB 以 外の 各種ポ リ ヒ ド ロ キ シ ア ル カ ノ エ
ー

ト （PHA ）に よ っ て 被覆 した Ta果に つ い て 報告する、．
【方法 およ び結果 】 PseutlomefJ．as　cieho・rii　YN2 株 由来の PHA 合成酵素遺伝

r−｛PhaC） を大腸菌で 発現 させ て PHA 合成 酵素 （PhaC ） を得た 。これ を

サ ブ ミ ク ロン か ら数 ミク 卩 ン サ イ ズ の 銅 フ タ ロ シ ア ニ ン およびカ
ーボ ン ブ

ラ ッ クの 分散液 中に 添 力11し、4℃ で 数時 問振 と うす る こ とで PhaC を各顔

料微粒子 に 固定化 した u こ の 顔 料微粒子 を回収 し 、数 回洗浄す る こ とで 固

定化 されて い ない Pha （：を除い た後、化学合成に よ っ て 得た 3一ヒ ドロ キ シ

オ クタ ノイル （：DA 、　 ts一ヒ ドロ キシ ー5一フ ェニ ル バ レ リル CoA 、3一ヒ ドロ キ
シ ー5一フ ニ匸ノ キ シ バ レ リル CoA などの PhaG の 基質 モ ノ マ

ー
を各 々 添加 し

た 、．30DG で 数 卜時 間反応 させ た後．顔料微粒 子 をナ イ ル ブル
ーA で染色

し、蛍光顕微鏡 で 観 察 し た とこ ろ 、顔料微粒子 が蛍 光 を 発す る こ と が確 認

され、本方法によ っ て顔料 微粒 子 が各種 PIIA に よ って 被覆 され る こ と が

示 され た．
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